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Mwenda and Mbaruk A. Suleman:
Cytogeneticandmolecu一ardifferentiation
withinthreesubspeciesoftheKenyanSykes
monkey.CercopJ'thecusmL'tb.
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Session3:EvotutjonandVirusinCercopithccidae
PrestonA.Marx:TheevolutionofSIVin
Africanprimates.
MasaHroYam hita.Kentarolbuki,Tomoyuki
Miura.MasanoriHayan i:Molecularphylogeny
ofsimianT-cel日eukemiavirustypeI(STLV-
Ⅰ)anditshumancounterpart(HTLV-I).
TomoyukiMiura:Moleculargeneticsof
primatelentiviruses.
YuichiMurayama:Immunesystemofthe
Africangreenmonkeys.
Session4:SocioecologyofBaboons
AhmedLY.Boug:Germinationofseeds
extractedfrombaboonfaecesinAIHada.
Tai一.SaudiArabia.
HirokoKudo･Hirotani:Vocalcommunication
ofhamadryasbaboonsandmandrilsin
relationtotheirsocialstructure.
IsabeleLackman-Ancrenaz:Socioecologyof
acommensaltroopofhamadryasbaboons
(PapL'OhamadL･yashamadL･yaS)inSaudi
Arabia.
KazuyoshiSugawara:Socialbehaviorand
grouporganizationofanubis-hamadryas
hybridbaboons.
ShimelisByene:Femalematechoiceinthe
Awashbaboonhybridzone.
JiroHoshino:Socialrelationshipsofmale
geladababoonsattheSimenMountain
NationalParkinEthiopia:Rethinkingabout
one一maleunitandherdofthegelada
baboons.
HideyukiOhsawa:Strategyofmalepatas
monkeysduringgroupleadershipchanges.
ToshitakalwamotoandAkioMori:A
hypothesisonthedistributionandadaptation
of771cropL'u]ecusgelada.basedonecological
comparisonsamongthreepopulations.
AkioMoriandToshitakalwamoto:The
characteristicsofmegelada-■band.…
Session5:ConservationofCercopithecidae
MbarukA.SulemanandK.Mugambi:A
criticalreviewofthedeBrazzamonkey
(CeTCOPL'uleCuSnegJectus)survivalinKenya:
ecologicalandconservationnightmare.
PaulaKahumb:Theconservationofthe
AngolanColobusmonkeyinKenya
RobertM.Eley:Manandmonkeysconflictsin
Kenya-CanGISassistinthedecision一
makingprocesses?
第1セッションでは､ヒヒ類の分類が従来
の形態学に基づくものと近年になって迫伝学に基
づくものとの間で大きく異なり､この十数年論争
になっているので､この間題を議論する予定でセ
ッションを組んだが形態学者が少なく充分問題解
決には至らなかった｡アメリカの研究者(迫伝学
を志向する人が多い)らはヒヒの分校に関しては
すでに迫伝学に基づいたものに従って仕事をして
いて学名 PapJ'Ohamadryasはマントヒヒ以外の
サバンナヒヒ全てを指していて､従来の械名は亜
種に過ぎないとしている｡またヒヒ規の分班で
DNA塩基配列での結果はドリル,マンドリルは
パビオから最も離れると言う結果を出していた｡
また放つかの演題でサウジアラビアのマントヒヒ
の血液蛋白やDNA分析に基づく迫伝学的研死が
出されていて1マントヒヒの種分化の地がアフリ
カ北東部の乾燥地帯に出来た島と言う説とアラビ
ア半島と言う説が議論されたが決定的なものは出
なかった｡細かい仕事であるがマントヒヒの迫伝
子地図がヒトのそれと比較されながら紹介され
た｡またウイルスのDNA塩基配列から見たヒヒ
を含むオナガザル科の分頬やゲラダヒヒの租の由
来を迫伝学的に推論した研究も発表された｡
第2セッションでは形態､生理､独色体の
研究で,中でも興味深かかったのはゲラダヒヒの
高地適応が迫伝的ではなく､ヒトと同じように生
理的に赤血球を増加させて適応しているという結
果と､ケニアのサイクスモンキーの3亜租の染色
体とDNA解析により明確な遺伝的差兄が検出さ
れたという発表である｡
第3セッションでは各種霊長規のSIV(ヒト
のHIVに相当する)の研究発表で､虫初の発表は
このSIVはいろいろな種の間を伝播感染してきた
進化史を持つ､つぎの演題はこのSIVとヒトの
HIVとの関連性,最後にグリーンモンキーには
SIV陽性個体が多数存在するのでその免疫のメカ
ニズムの研究発表がされた｡
第4セッションはヒヒ類を主体にした社会
生態学的研究で､新しくエチオピア南高原で発見
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されたゲラダヒヒの研究で､社会川辺も採食生態
も北前原のものと著しく先なるという兄-衣｡これ
はgSlセッションでも迫伝的に大きな差が有ると
されているので興味深い｡さらにアワシュ国立公
園近郊のマントヒヒとアヌビスヒヒの自然雑種弘
田の長和視察による社会行動の研死､バタスモン
キーの祉全行動の研究などが発鼓された｡
耶5セッションではケニアのプラザモンキ
ーやアンゴラコロブスの保讃対策の問題や.サル
とヒトがいかにうまく共存できるかと言う問題が
提示された｡
なお犬山シンポジウム開催にあたっては.
文部省COE国際シンポジウム開催経費の他.犬山
巾の抜助を受けた｡
突行委員 (50晋帽)
大将秀行､団松 丑､庄式事菰(委員長).
マイケル･ハフマン,桁田 梢.平井啓久､
松林捕明(事紡局長)､森 明雄
(文資:庄武孝義)
3.外国人研究員
氏 名:Caton,JudithMary
受入教官 :茂原信生
研究課題 :霊長類の消化管の形態と生理
招へい期間 :10.6.15-10.12.14
氏 名:Sabuni,GeorgeAbeli
受入教官 :加納隆至
研究課題 :西部タンザニアのチンパンジー生息地
における野生動植物の保巧と管理
招へい期間 :10.ll.10-ll.2.9
氏 名:Huffman,MichaelAlan
受入教官 :杉山幸丸
研死課題 :霊長類の自己治療行動学習と文化伝達 ~
招へい期間 :10.5.1-ll.3.31
氏 名:Iversen,Ⅰver‖ans
受入教官 :松沢哲郎
研究課掴 :チンパンジーの認知機能に関する突放
的行動分析
招へい期間 :ll.1.1-ll.3.31
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4.非常勤研究員 (氏名､採用期間)
伊藤麻田子 :
平成10年4月1日～平成11年3月31日
前橋弘之:
平成10年4月1日～平成11年3月31日
嶋田 誠 :
平成10年4月1日～平成10年9月30日
平成10年10月20日～平成10年12月31日
岡本暁子 :
平成10年10月1日～平成11年3月31日
杉浦秀樹 :
平成11年1月1日～平成11年1月31日
5.研究支援推進員 (氏名､採用期間)
長谷川洋子 :
平成10年4月1日～平成11年3月31日
梅田せつ子 :
平成10年4月1日～平成11年3月31日
梅田怒子 :
平成10年4月1日～平成11年3月31日
鈴木空耳好子 :
平成10年4月1日～平成11年3月31日
松揮美沖子 :
平成10年4月1日～平成11年3月31日
平井百合子 :
平成10年4月1日～平成11年3月31日
一井光夫 :
平成10年4月1日～平成11年3月31日
芝原総子 :
平成10年4月1日～平成10年9月30日
菱田 柄 :
平成10年4月1日～平成10年11月30日
鈴木益庸 :
平成10年9月1日～平成11年3月31日
田中伊知郎 :
平成10年9月1日～平成11年3月31日
伊藤和子 :
平成10年9月1日～平成11年3月31日
仏谷秀子 :
平成10年10月1日～平成11年3月31日
賦沖美弥 :
平成11年1月1日～平成11年3月31日
